
                            （令和 2年 6月 29日） 

 ＜ ワンポイントレッスン（実践）＞ 

  （ 投資部門別売買動向 ） 

 

 （外国人投資家に国内勢が買い向かう） 

下記は、TSE が発表している投資主体別売買動向。週間ベースで発表されていますが、

四半期毎に集計しました。1～3 月は、新型コロナウィルスショックで大荒れの株式市場で

したが、外国人投資家は大幅な売り越し。その中で個人投資家が積極的に買い向かったのが

目立ちました。事業法人は自社株買い、金融機関（信託銀行）は主に年金などの買いと見ら

れます。投資信託は売り越しでした。 

4月以降、特に 5月以降は個人投資家が売り越しに転じたのが目に付きます。個人資家は

昨年末の上昇局面でも、外国人投資家が買い越す中で振り返れば冷静に売り越し、うまく 

タイミングを捉えていると感心します。18年 1月～3月の買い越しも同様です。 

機関投資家は順張りが結構多いのですが、個人投資家の多くは、逆張りに徹しているのが

特徴です。 
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また、日本の株式マーケットは、需給面では GIPFの株式への資産配分が増えている 

ことや自社株買いや日本銀行のETFの買入れなど従来とは異なるマーケットとなっている

ことに留意。需給面でのマーケットの構造変化です。 


